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大気中ラドン濃度の夜間上昇に対する熱フラックス・気温変動の寄与
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大気境界層内における物質の集積・消散過程の研究に有用なトレーサーが，化学的に不活性な放
射元素のラドン（半減期：3.8日）である．大気中ラドン濃度変動は大気の安定性に依存し，拡
散強度が低下する夜間には濃度の上昇が認められる．さらに，大気境界層中の拡散強度は夜間の
熱的安定層形成の要因となる熱収支過程に関係するため，夜間の大気中ラドン濃度上昇は定性的
には大気の熱収支に依存する．しかし，これまでの研究では，両者の定量的関係が十分に検討さ
れているとは言えず，さらにラドン濃度と比較するために鉛直方向の気象データを要した．そこ
で，本発表では夜間のラドン濃度上昇と地表の熱フラックスと夜間の気温差との間で比較をおこ
なった．
 データは，宮城県牡鹿半島で計測している大気中ラドン濃度，放射収支量（熱フラックス），
気温を解析した．ここで測定機器は，拡散型電離箱（ラドン濃度），銅‐コンスタンタン熱電対
放射収支計（熱フラックス），白金温度計（気温）を使用し，屋根の屋上（地上4m）に取り付
けられている．ラドン濃度を1時間毎に，また熱フラックスと気温を10分ごとに計測し，後者2
つに関しては1時間平均値を解析に用いた．なお計測期間は，ラドン濃度が2005年7月から2007
年10月まで，熱フラックスと気温が2005年4月から2007年10月までである．
 各月の平均日変動を導出し，夜間を負の熱フラックスが観測される期間と定義して解析をおこ
なった．その結果，ラドン濃度上昇と熱フラックス（日没を除く），日没からの気温差の間に明
確な相関が認められたが，それぞれ異なる傾向を示した．ラドン濃度上昇は熱フラックスとの間
に正の相関を示す一方，気温差との間には負の相関を示した．時刻tにおける日没からの気温差
（dT(t)）が大気の熱収支の履歴を表し，時刻tの熱フラックス（H(t)）がある拡散条件における
地面からの単位時間あたりの熱流量を表すとき，これら2つの傾向が同時に成立するために，気
温差を熱フラックスで除したパラメータ，すなわちdT(t)/H(t)を定義してラドン濃度上昇と比較
した．すると，両者の間で正の線形相関（相関係数0.95以上）が認められた．dT(t)/H(t)の変化
は，大気の熱的に安定な構造に依存していると考えられる．したがって，以上の結果は，dT(t)/
H(t)が大気安定度の強度を表し，大気の熱的安定層形成に伴うラドン濃度上昇を評価する上で有
用なパラメータとなりうることを意味している．
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